
４ 子どもワークショップ概要 

   

１．ワークショップ開催の目的 

中越大震災からの小千谷市の復興は、震災を経験した世代、すなわち震災前後の小千谷を知っ

ている人たちが主役でした。彼らが主体となって、震災前の小千谷を回想しながら｢よりよい小

千谷｣をめざして復興計画を策定し、その計画に基づいて復興の歩みをすすめてきました。しか

し将来の小千谷は、この震災を経験していない世代、ずっと復興のプロセスの中で育ってきた世

代が担い手の主役となります。そこで中越大震災から 10 年目にあたり、これら将来の小千谷を

担う世代の意見も取り入れて復興の検証をすることを提案し、子供復興ワークショップを開催し

ました。 

ワークショップ参加対象は、小学校高学年。彼らは、復興を進めてきた期間そのものが子供の

頃から過ごしてきた日常と重なり、また震災以前の小千谷を知らない世代です。その世代が日々

の生活の中で感じてきたこと、中越大震災からの教訓や大人から聞いたこと、東日本大震災の実

体験や報道から感じたこと等から将来の災害に備えるために必要なこと、あるいは小千谷がさら

に良くなるためのヒントなど、子供たちの思いやアイディアを、未来を担う世代からの提言とし

てまとめることを目的としました。 

 

２．ワークショップの実施 

子供ワークショップは、夏休み期間中の平成 25（2013）年 8 月 19 日（月）に、小千谷市

総合産業会館サンプラザで開催されました。参加者は市内の小学校 5－6 年生 103 名で、詳細

は以下の表に示すとおりです。参加者は各班６～7 名にわかれ、全 15 班の構成で実施しました。

各班には大学生のファシリテータを１～2 名配置し、参加者の作業の支援を行いました。 

なお、各班の参加者は、基本的にメンバーが初対面になるように構成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子（開会前）と実施概要 

 

 

 

 

 

 

    子ども子ども子ども子どもワークショップ概要ワークショップ概要ワークショップ概要ワークショップ概要    

内容 詳細

実施日時 2013年8月19日（月）13：30～16：30

場所 小千谷市総合産業会館サンプラザ 

参加者 103名（市内小学校5年生・6年生）

引率教員 12名

実施者 ・
ファシリテータ

27名[内訳]
教員8名：同志社大学 ･ 常葉大学 ･
　　　　　　京都大学 ･東北大学 ･
　　　　　　人と防災未来センター
学生19名：同志社大学、常葉大学

記録 2名（市役所職員）



表１ 子供ワークショップのスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップのスケジュールは表１のとおりです。まず中越大震災における小千谷市の経験

を知るために、二人の先輩からお話をうかがいました。一人は、震災発生当時の小千谷市長であ

った関広一氏、もう一人は市内で農業法人を経営されている新谷利恵子氏です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関広一氏（左）と新谷利恵子氏（右）の話 

 

次に、二人の先輩の話を聞いて、①大切だと思ったこと、②小千谷の好きなところ、をカー

ドに書き出しました。さらに、自分のカードを読み上げながら、班内で共有しました。これら

のカードをファシリテーターの大学生の指導で、構造化してまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カードへの書き出し（左）とカードの構造化作業（右） 

 

 

時間 作業 内容詳細

 13:30～13:35  はじめ・あいさつ  ワークショップ開始のあいさつ

 13:35～13:40  自己紹介  各班での自己紹介

 13:40～13:50  進め方の説明  ワークショップの進め方の説明

 13:50～14:30  小千谷の先輩の話   ①　関広一　氏
  ②　新谷梨恵子氏

 14:30～14:45

 14:45～15:15  ワークショップ1  各班での作業（カード書き出し・班内
 共有・構造化）

 15:15～15:30  ワークショップ2  各班での作業（カード3枚を選択・セ
 ンターテーブルでのまとめ・構造化）

 15:30～16:20  ワークショップ3  全員での意見投票

 16:20～16:30  まとめ  ワークショップまとめ

休憩



次に、班内で話し合って、各班が代表的な意見のカード 3 枚を選び、それを一つにまとめる作

業をしました。最後に一つにまとめられたカードで、自分が最もよいと思う意見にシールを貼り

付けて投票しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的な意見のカードで全体のまとめ（左）と投票結果（右） 

 

３．ワークショップの結果 

  各班から選定された 3 枚のカードを全体でまとめたものを図１に示しています。大きく分けて

8 項目に分類されました。これらをまとめると、将来にわたって｢なくしたくないこと、大切に

したいもの｣として、小千谷の自然環境や祭りなどのさまざまなイベントなどがあげられていま

す。さらに、やさしくて明るい小千谷の人間関係も、彼らにはかけがえのないものとして映って

いるようです。 

一方、災害への備えについても、多くのことを学んでいました。特に｢自分の身は自分で守る｣

という点や｢困ったときの助け合い｣は、多くの班からカードが提出されて、投票でも最高の得票

数を得ており、大人から子供への震災の教訓の伝承がなされていることがうかがわれました。 

 
ワークショップの結果(全体のまとめ) 

“将来に備え小千谷を

もっとよいまちにしよう！

ワークショップ”

2013.8.19

小千谷ちぢみ
や米・野菜が
好き

小千谷ちぢみ
をのこしたい②

小千谷ちぢみや
野菜などを広め
てみんなを笑顔
にしたい⑦

米が甘くて子
どもも作れる

①

お米がおいし
いところ③

米がおいしい
②

コラボしながら
さつまいもの
おいしさを伝
えている①

自然が好き

自然が豊かで、
たくさん⑤

自然が好き⑧

花火やにしき
ごいが好き

小千谷のにし
きごい、花火
が好きです！

⑩

花火がきれい
なところが好き

⑧

花火がきれい
④

闘牛や風せん
一揆を盛り上
げ、色んな人
に来てもらい
たい

小千谷の伝統
（とう牛）を守っ
ていきたい⑭

風船一揆を
もっともりあげ
たい②

色んな人（小
千谷以外の）
が来て楽しめ
るところ④

小千谷のいいと
ころを伝えていく
（闘牛、錦鯉、花
火など名物・観
光）⑮

自分の命を自
分で守ること
が大切！！⑥

自分の命を大
切にする
（守る）⑮

自分の命や家
族・食料を大
切にする⑦

自分の命は
自分で守る

自分の命を守
る⑬

自分の命を守
る⑤

自分の命を守
る！⑫

自分の命は自
分で守る⑨

自分の命は自
分で守る⑩

災害に対応で
きる準備をす
る⑦

あわてないで
行動する⑬

地震から学ん
だことを生かす。
あわてないこと

⑭

災害が起きた
時を考え準備
し冷静に行動
する

地域でコミュニケー
ションを大切にして
いるところ、あわて
ないで逃げることが
震災の時に大切な

こと⑪

災害が起きた
時は冷静に判
断のち行動①

災害が生きた時
のことを考えてお
く。ひと呼吸おい
て行動する③

地震が起きて
もあわてない
で靴をはいて
にげる⑤

やさしく明るく
頑張っている
小千谷の人
が好き

みんなで助け
合う⑬

人をたすけあ
い協力し感謝
することを忘れ
ない⑮

お年寄りにご飯
を運んだり自分
だけでなく人のこ
とを考える⑨

助け合い！⑫

皆が協力し
合ってやさしい

③

ゆずりあったり
助け合うことが
大事⑨

地域での助け
合いを大切に
する⑧

困った時に助
け合いをする
ところ⑪

災害の時も普
段の時もみん
なと協力し合う
ことが大切⑩

助け合って元
気をとりもどし
ていく⑭

助け合い協力
する（ことが大
切）⑥

困った時に助
け合い協力す
る

住んでいる人が
やさしい、明るい、
元気なところ⑪

小千谷のやさ
しさ⑫

小千谷の人はや
さしい人や頑
張っている人が
たくさんいる④

やさしくて明る
くて思いやりの
ある人！⑥

12

10

23

32

71

76

49

24



４．復興検証としての子供ワークショップ 

復興検証としての子供ワークショップ位置づけは、①震災の教訓は子供たちに伝わっているか、

②子供たちは小千谷のどのようなところが好きなのか、という点について情報を得ることにありま

した。ワークショップの結果から、どちらの点についても積極的に評価できる結果が得られました。

震災の教訓については、まず自分の命を自分で守る、災害時の冷静な行動、あるいは他人との協力

など、防災に関する基本的な姿勢や「そなえ」の意識への理解が認められます。また、震災前の小

千谷を知らない世代にも、小千谷の自然や祭りなど、地域の伝統の良さを感じる心が継承されてお

り、大人の世代との価値観の連続性がうかがわれます。このように小千谷市の復興目標は、子供の

世代とも共有可能であり、この目標にしたがって歩んできた小千谷市の復興プロセスは、市民全体

に受け入れられるものであったといえる。 

 

 


